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2010年春号(No.17) 広報ＪＡ道北なよろ

かねてより建設が行われていたＪＡ道北なよろの本所新事務所が完成し、３月８日に竣工修祓式が行われま

した。出席した約９０人の関係者は、神主の祝詞に続き、玉ぐし奉奠をするなど、新たな農業振興拠点として

の施設完成を祝いました。

引き続き、落成記念祝賀会がホテル藤花で開かれ、中島組合長の落成喜びの挨拶で始まり、島前市長を始め

来賓の方々の祝辞を頂きました。

４月まで利用されていた旧事務所は、旧風連農協の建物として昭和３７年に建設されましたが、近年老朽化

が進み、建て替えが望まれておりました。そんな中で、風連本町地区市街地再開発事業の一環として、平成２

１年度から農協本所と地域交流センターの複合施設建設が進められてきました。

新事務所は鉄骨造り平屋建て延べ床面積1,719平方メートルで、業務効率向上と組合員らが利用しやすいよう

金融事務所を含む本所事務所と生産資材事務所を統合し、生産資材事務所が３月８日より、その他の事務所は

５月６日にテープカットが行われ、同日より使用しております。さらに建物の一部を活用し西條百貨店とテナ

ント契約を結び「Ｑマート」として４月８日からオープンしております。

ＪＡ道北なよろ 本所新事務所が完成

(新住所) 〒０９８－０５０４

名寄市風連町本町６２番地

道北なよろ農業協同組合

TEL０１６５５－３－２５２１ FAX０１６５５－３－４０３７

本所事務所の新住所

ＪＡ道北なよろ 新事務所平面図

書

庫

会議室

入口

Qマート風連店

役員・監査室

入口

購買部　生産資材事務所
会議室

職員休憩室

ATM

金融共済部

会議室

総務・営農・販売部

農連事務所

会議室

印刷室

入口

書庫

駐車場

金融共済部入口

正面入口

購買部入口



2010年春号(No.17) 広報ＪＡ道北なよろ

４月８日、ＪＡ道北なよろ本所の新事務所

隣りに、西條百貨店とのテナント契約による

「Ｑマート風連店」がオープンしました。同

店舗は３月末に閉店したＡコープ風連店に代

わる商業施設であり、食料品を中心に衣類・

日用雑貨等を取り扱っております。営業時間

は午前9時から午後9時(年内無休)となってお

ります。

Ｑマート風連店オープン



2010年春号(No.17) 広報ＪＡ道北なよろ

JA道北なよろ 第５回通常総代会開催される

４月２８日、ふうれん地域交流センター大ホールにて、235名の総代各位の出席の下第５回通常総代会

が開催されました。平成２１年度は当期純利益24,516千円、繰越利益19,769千円を含め、当期未処分剰余

金を54,228千円計上致しました。

総代会では、中島組合長の挨拶から始まり、小室名寄副市長等の御祝辞を頂いたあと、まず議長選出が

行われ、名寄地区の中村敏夫さん、智恵文地区の阿部公彦さん両名が選任され議事進行が行われました。

近藤部長による21年度決算報告・事業報告、22年度事業計画等の説明、中村部長による第2次地域農業振

興計画等の説明が行われ、すべての議案が可決し、総代会を終えることが出来ました。
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代表理事組合長

中 島 道 昭

第５回通常総代会 開会挨拶

総代の皆様には本格的な春耕作業期を控え、何かとご多忙な中ご出

席を賜り厚く御礼を申し上げます。

また、ご来賓各位には、公務ご多忙な中、ご臨席を賜りました事に

厚く御礼を申し上げる次第です。

日本経済はアメリカのリーマンショックの影響後、ＧＤＰの実質成長率はマイナスとなり、本年度、ア

ジア向けの一部輸出改善や政府の景気対策により若干実質成長率の上昇が見られたものの、経済回復の兆

しは一向に見えない状況が続いております。更に、需要の低下は物価の引き下げを招き、生産利益の減少、

雇用の悪化、消費の低下とデフレスパイラル状況となり、景気回復策が講じられましたが依然、停滞をし

ております。

また、国政も８月の衆議院選挙の結果、自民党政権から民主党政権に移行し、農業・農協を取り巻く環

境も戸別所得補償制度などの新たな農業施策が示され大きく変化しようとしております。

本年の気候は７月の低温、日照不足、秋の長雨など組合員の皆様には大変苦労の年でありました。作柄

は寒冷地作物といわれる甜菜など一部作物を除き平年作を下回り、特に米は上川管内作況指数が「８３」

の「不良」を示すように、ここ十数年の中で最低の作柄となり、当地区は管内指数を大きく下回る結果と

なりました。また、畜産においても輸入に依存している飼料価格は依然と高騰を続け畜産経営を大きく圧

迫している状況が続いております。一部作柄の影響で農産物価格が上昇したものの厳しい一年でありまし

た。

このような厳しい情勢の中、最終年となる地域農業振興計画・経営計画の実践と「色彩選別機の更新」

や「防衛施設事業による機械施設の導入」など施設整備に取り組んで参りました。また、風連本町地区市

街地再開発事業により平成２２年３月に農協本所事務所が完成いたしました。いち早く資材事務所が移転

をし、５月に金融・共済事務所を含めた本所事務所が移転いたします。新たな事務所完成を契機に組合員

の皆様が気軽に来所できる体制づくりに努め、地域農業振興に努めて参ります。

厳しい経済、農畜産物生産状況でありましたが、組合員の皆様のご理解とご協力を頂き農畜産物取扱高

は、８，０３８百万円（計画対比９９．５％）を達成することができたことに深く感謝申し上げます。

その結果、事業利益２，７６３千円、経常利益５，０５０千円、当期剰余金２４，５１６千円を計上す

ることができました。また、企業の財務的安定性を示す自己資本比率は、昨年度を若干上回る１６．７１

％となりました。この一年間、組合員の皆様のご理解、ご協力をはじめ、ご指導いただきました各関係機

関に厚くお礼申し上げます。

平成２２年度につきましては、第一次地域農業振興計画を基本に各関係機関と協議、連携を図り農業の

振興と組合員の経営安定に向けた第二次地域農業振興計画（平成２２年度～平成２４年度）を策定いたし

ました。さらに、よりＪＡの健全経営に努めるべく第二次中期経営計画（３ヵ年）を策定いたしました。

事業推進にあたり組合員の皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

本年度事業運営にあたり役職員一丸となり遂行にあたって参りますので、組合員の皆様をはじめ各関係

機関の特段のご理解、ご協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、開会の挨拶とさせて頂きます。
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地
区
別
懇
談
会
の
要
望
・
意
見
に
つ
い
て

平
成

年
４
月
５
日
（
月
）
～
７
日
（
水
）
の

22

３
日
間
、
本
所
、
支
所
の
３
地
区
で
懇
談
会
を
開

催
し
、
組
合
員
よ
り
多
く
の
ご
要
望
、
ご
意
見
を

賜
り
ま
し
た
。
理
事
会
に
お
い
て
協
議
し
た
内
容

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
課
題
に
つ
い
て

は
今
後
と
も
委
員
会
、
理
事
会
で
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
第
２
次
地
域
農
業
振
興
計
画
の
項
目
に

つ
い
て
は
、
毎
年
、
確
認
を
し
て
参
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部

○１
．
本
所
資
材
事
務
所
入
口
階
段
等
の
改
善
に
つ
い
て

※

手
す
り
を
付
け
る
な
ど
改
修
致
し
ま
し
た
。

２
．

年
後
の
農
家
戸
数
で
現
在
の
生
産
を
維
持
で
き

10る
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
。

※

組
合
員
の
減
少
に
よ
り
Ｊ
Ａ
の
合
理
化
、
効

率
化
は
一
層
求
め
ら
れ
、
各
業
務
に
つ
い
て
見

直
し
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
組
合
員
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

３
．
西
風
連
地
区
で
は
普
及
セ
ン
タ
ー
も
参
画
し
地
域

検
討
委
員
会
を
設
け
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
種
々

検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
役
員
の
出
席
を
お
願

い
し
た
い
。

※

出
席
す
る
考
え
で
参
り
ま
す
。

金
融
共
済
部

○

１
．
貯
金
共
済
の
手
違
い
、
間
違
い
に
つ
い
て

※

職
員
教
育
を
徹
底
し
、
誤
り
の
な
い
様
努
め

て
参
り
ま
す
。

営
農
部

○１
．
組
合
員
減
少
に
伴
う
荒
廃
地
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

※

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
荒
廃
地
防
止
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
法
人
化
の
窓
口
設
置
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
検
討
を
し
て
参
り
ま

す
。

２
．
農
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
に
つ
い
て

※

名
寄
市
農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
尚
、
協
議
会
で

は
美
深
町
と
連
携
し
「
北
・
北
海
道
で
農
業
を

や
っ
て
み
る
か
い
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
出
会
い

の
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
．
土
づ
く
り
に
関
連
し
、
供
給
施
設
を
設
置
し
て
欲

し
い
。

※

課
題
と
し
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

４
．
将
来
を
考
え
る
と
廃
プ
ラ
助
成
よ
り
生
分
解
マ
ル

チ
な
ど
の
助
成
に
シ
フ
ト
し
て
は
ど
う
か
。

※

昨
年
同
様
な
考
え
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

５
．
米
・
畑
作
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
取
組
ま
れ
る

が
、
青
果
の
所
得
補
償
は
な
い
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も

青
果
生
産
者
の
所
得
確
保
に
向
け
運
動
し
て
欲
し
い
。

※

中
央
会
を
通
じ
要
請
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

６
．
外
国
人
研
修
生
制
度
が
見
直
し
さ
れ
る
が
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
今
後
と
も
団
体
管
理
型
で
取
組
ん
で
欲
し

い
。

※

実
習
生
制
度
に
改
正
さ
れ
る
が
、
第
一
次
受

入
機
関
の
位
置
づ
け
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
第
一
次
受
入
機
関
と
し
て
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

販
売
部

○１
．
玄
バ
ラ
施
設
設
置
に
際
し
、
生
産
者
へ
の
説
明
会

実
施
と
実
需
と
の
協
議
実
施
に
つ
い
て

※

平
成

年
度
ま
で
の
補
助
事
業
希
望
調
査
に

24

申
込
を
し
て
お
り
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
場
合
、

最
短
で
平
成

年
度
実
施
と
考
え
て
お
り
ま

23

す
。
今
後
、
具
体
的
な
検
討
を
し
て
参
り
ま
す

が
、
認
定
さ
れ
た
場
合
、
生
産
者
説
明
会
の
開

催
、
実
需
と
の
協
議
な
ど
有
利
販
売
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

２
．
生
食
南
瓜
の
有
利
販
売
に
際
し
、
ロ
ッ
ト
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
。
面
積
の
増
反
に
向
け
た
推
進
と

価
格
確
保
に
努
め
て
欲
し
い
。

※

部
会
と
連
携
し
な
が
ら
面
積
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
尚
、
土
づ
く
り
、
輪
作
体
系
の
実

施
な
ど
に
よ
り
反
収
ア
ッ
プ
に
努
め
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

．

。

３

食
用
馬
鈴
薯
前
進
栽
培
に
つ
い
て
共
選
は
可
能
か

ま
た
、
当
地
区
の
気
候
状
況
で
は
８
月
上
旬
の
出

荷
は
厳
し
く
、
ま
た
、
収
量
確
保
も
厳
し
い
。

※

皮
ム
ケ
の
心
配
が
あ
り
個
選
出
荷
を
お
願
い
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～営農部よりお知らせ～

有害鳥獣駆除について

現在、 道北なよろにおいては、農作物に被害を及ぼすエゾシカにつき、名寄市と協力JA

して「名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協議会」を構成し、協議会より名寄・風連両猟友

会を通じて、ハンターの方々に駆除依頼を行い、農業被害の防止に努めているところであ

ります。

しかしながら、年々エゾシカの頭数は増加していく一方であり、農作物の食害、踏みつ

けによる被害も増大しているのが現状です。

こうした状況を受けて、営農部と致しましては、今後の被害を最小限に留める為、及び

効率的な捕獲を行う観点から、被害のある圃場を図面等でご報告いただき、その報告内容

を元にハンターの方々が巡回し、対策を図りますので、今後とも駆除作業に対してご協力

の程宜しくお願い致します。

エゾシカによる被害を受けたトウモロコシ畑

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況
を
検
討
し
な
が
ら

有
利
販
売
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

７
．
販
売
手
数
料
や
施
設
利
用
料
ア
ッ
プ
を
す
る
場

合
、
小
額
で
の
検
討
を
し
て
欲
し
い
。

※

国
の
政
策
が
販
売
代
金
の
一
部
が
補
助
金
や

対
策
費
に
移
行
す
る
考
え
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
検
討
致
し
た
く
ご
理
解
願
い

ま
す
。

８
．
男
爵
馬
鈴
薯
の
粗
原
販
売
の
検
討
を
し
て
欲
し
い
。

※

協
議
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

９
．
乳
製
品
の
消
費
拡
大
の
た
め
に
中
央
酪
農
会
議
に

酪
農
家
が
乳
量
１
ｋ
ｇ
に
対
し

銭
拠
出
し
て
い

15

る
。
地
元
酪
農
後
継
者
と
消
費
者
と
の
交
流
な
ど

消
費
拡
大
と
後
継
者
育
成
に
活
用
で
き
る
か
確
認

し
、
取
組
ん
で
欲
し
い
。

※

実
施
要
領
で
は
農
業
ま
つ
り
等
催
事
協
賛
、

料
理
講
習
会
な
ど
生
乳
・
乳
製
品
の
拡
大
や
酪

農
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
事
業
へ
の
助
成
と
な
っ
て
お

、

。

り

飲
食
・
宿
泊
は
不
可
と
な
っ
て
お
り
ま
す

今
後
、
事
業
実
施
に
際
し
部
会
と
協
議
し
て
参

り
ま
す
。

購
買
部

○１
．
大
口
奨
励
策
を
収
入
経
理
で
は
な
く
、
値
引
き
経

理
で
き
な
い
か
。

※

袋
数
や
金
額
を
基
本
に
し
て
お
り
、
値
引
き

経
理
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。
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～
風
連
・
名
寄
・
智
恵
文

各
事
務
所
か
ら

５
月
６
日
、
加
藤
名
寄
市
長
、
再
開
発
事
業
施
工
主
で
あ

る
富
永
㈱
ふ
う
れ
ん
代
表
取
締
役
、
更
に
各
系
統
連
合
会
代

表
の
出
席
を
賜
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
新
本
所
事
務
所
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
３
月
８
日
、
購
買
課
が
先
に
移
転
し
ま

し
た
が
、
貯
金
次
期
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
開
始
日
の
関
連
で

約
２
ヶ
月
遅
い
移
転
と
な
り
ま
し
た
。
新
事
務
所
は
１
階
で

階
段
の
少
な
い
、
出
入
り
し
や
す
い
建
物
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
議
室
は
コ
ン
パ
ク
ト
と
な
り
多
人
数
の
場
合
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
を
借
り
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
警
備
会
社

に
よ
る
防
犯
体
制
に
な
る
と
と
も
に
分
煙
と
な
り
喫
煙
室
以

外
は
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。
旧
事
務
所
は
昭
和

年
、
旧
風

37

連
農
協
会
館
と
し
て
建
設
さ
れ
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
、
取

壊
し
作
業
が
進
ん
で
お
り
、
皆
様
に
は
様
々
な
「
思
い
」
が

浮
か
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
５
月
に
入
っ
て
も
春
ら
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
ず
農

作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
心
配
の
事
と
思
い
ま

す
。
こ
の
農
協
だ
よ
り
が
発
行
、
配
布
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
好

天
が
つ
づ
き
、
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
事
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

例
年
よ
り
も
数
日
遅
れ
の
籾
蒔
き
も
終
わ
り
、
春
耕
の
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
こ
れ
か
ら
始
ま
り
と
い
う
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
者
は
天
候
に
敏
感
で
、
今
年
も
雪
解
け
が
遅
い
と

か
気
温
が
上
が
ら
ず
田
畑
の
耕
起
が
で
き
な
い
か
と
心
配
す

る
も
の
で
す
が
、
例
年
の
田
植
え
は
５
月

日
頃
と
な
っ
て

23

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
農
協
だ
よ
り
が
皆
様
の
手
元
に
届
く

頃
に
は
田
植
え
の
最
中
か
終
え
て
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
５
月
の
後
半
に
は
過
去
に
お
い
て
雪
が

降
り
田
植
え
を
中
断
し
た
り
、
放
牧
中
の
牛
が
死
ん
だ
り
と

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
、
気
候
の

関
係
で
圃
場
が
乾
か
ず
耕
起
作
業
が
出
来
な
い
所
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
、
稲
の
苗

も
成
長
し
て
る
今
現

在
気
が
気
で
は
な
い

方
も
お
ら
れ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

こ
は
ひ
と
つ
気
候
の

回
復
と
豊
穣
の
秋
が

訪
れ
る
こ
と
を
切
に

祈
る
ば
か
り
で
あ
り

ま
す
。

４
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
る
か
と
思
い
き
や
、

一
夜
明
け
れ
ば
ま
た
雪
、
雪
、
雪
、
風
？
地
球
温
暖
化
の
話

な
ん
て
ガ
セ
ネ
タ
な
の
で
は
？
と
思
わ
せ
る
今
日
こ
の
頃
で

本
所
事
務
所
か
ら

名
寄
支
所
か
ら

智
恵
文
支
所
か
ら

す

（
中
国
研
修
生
で
に
ぎ
わ
う
地
区
内
の
景
色
は
い
つ
も

。
ど
お
り
な
の
で
あ
り
ま
す
が
・
・
・
）
例
年
と
違
い
、
今
年

は
昨
年
掘
り
残
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
て
か
ら
春
作
業

に
入
る
人
も
い
る
と
い
う
の
に
誰
か
の
嫌
が
ら
せ
と
し
か
思

え
な
い
こ
の
春
の
空
模
様
で
す
。
こ
の
低
温
・
日
照
不
足
は

全
国
的
で
、
天
候
不
順
に
よ
り
野
菜
相
場
が
高
騰
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
マ
ス
コ
ミ
は
高
い
高
い
と
報
じ
る
だ
け
で
、
高

値
で
も
生
産
者
手
取
り
が
少
な
い
と
い
う
現
実
を
報
じ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
全
く
も
っ
て
不
公
平
で
あ
り
ま
す
。
消
者
売
従

の
世
の
中
で
す
が
、
も
う
少
し
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
日
本
の
人
口
が
増
加
か
ら
減
少
に

転
じ
、
農
村
部
の
過
疎
化
も
更
に
拍
車
が
か
か
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
当
地
域
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
無
く
、
生
活

基
盤
で
あ
る
農
村
部
を
今
後
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
、

地
域
全
体
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
と
協
力
が
欠
か
せ

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成

や
各
会
合
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。雪

解
け
が
遅
い
た

め
、
花
を
愛
で
る
暇

も
無
い
春
作
業
の
時

期
と
な
り
ま
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
農
作
業

事
故
に
お
会
い
に
な

ら
ぬ
よ
う
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。
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１．本所金融共済部 金融課金融係
２．1989年（平成元年）6月27日
３．旭川大学女子短期大学部 生活学科生活福祉専攻
４．名寄市
５．絵画・散歩
６．介護

みなさんはじめましてこんにちは。4月から金融の窓口に
座り、右も左もわからず沢山の方にご迷惑をかける日々を
送っています。優しい諸先輩方や上司のみなさん、そして
寛大な心を持っているお客様に囲まれ、毎日一生懸命頑張
っております。

私は今まで金融へ、年に一度お年玉を貯金し通帳を見て
ニコニコ（ニヤニヤ？）する程度しか知識がなく、お客様
に色々教えて頂くこともありますが、早く一人前になれる
よう精一杯努力していきますので、皆様宜しくご指導お願
い致します。

短大では介護を学んでいた事もあり、人と接することが
大好きなので、みなさんお気軽に話しかけて下さい。まだ
まだ余裕が無いひきつった顔で座っているのですぐにわか
ると思います(笑)

１．本所総務部 総務課
２．1991年（平成3年）4月11日
３．名寄高校 卒業
４．美深町
５．スポーツ
６．球技

はじめまして、名寄高校出身の本所総務部総務課配属に
なりました、奥山知春です。

私は高校時代サッカー部のマネージャーとして選手のサ
ポートをしていましたが、小・中学生の時は自分が選手と
してサッカーをしていました。なのでサッカーは本当に大
好きなスポーツの一つです。他にもバスケ、バレー、バド
ミントンなどとにかくスポーツが大好きです。

暇があれば動いているようなかなり活発な性格なので、
仕事でもいい意味で活かしていけたらいいなあと思ってい
ます！！

まだまだわからない事はたくさんありますが、努力する
事を忘れずにこれからも頑張っていこうと思っているので
どうぞよろしくお願いします！！

中国農業研修生が来日
3月31日、中国遼寧省、吉林省から92名が来日し、4月2日に受入式が行われました。

今年は、智恵文地区50戸、名寄地区3戸、風連地区4戸の計57戸で受入を致しました。

入国から約１ヶ月の間に非実務研修として日本の文化、風土、習慣・ルールそして日本の農業

を学びつつ日本語を学習し、これからの半年間各受入農家で実務研修を行います。非実務研修を

通じて地域の皆様との交流や、生活の場でお世話になる機会も多いと思いますので、温かい応援

を是非よろしくお願い致します。

平成22年度新入職員紹介

今年度新規採用されました2名の職員を紹介致します。これから一人前の社会人と

して成長できるよう、職員一同サポートしていきたいと思っておりますので、組合

員の皆様からも温かいご支援、ご指導頂けますようよろしくお願い致します。

１．所属

２．生年月日

３．最終学歴

４．出身地

５．趣味

６．特技

日野 香織 (２０歳) 奥山 知春 (１９歳)
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３月９日、ＪＡ道北なよろ本所大会議室において、農協青年部の第４回定期総会が開催されま

した。

開会挨拶の後、来賓の寺崎名寄市経済部農務課長、菅原普及センター所長、中島組合長より祝

辞を頂き、その後、議案の審議に入り概ね提案通りに承認されました。

今年度は合併５年目を迎えるに当たり、役員一同、より一層活気ある組織となるよう邁進致し

ますので、よろしくお願い致します。

なお、今年度の役員は次の通りです。

3月10日、ＪＡ道北なよろ女性部の第３回定期総会が開催されました。

まず箭原部長の挨拶から始まり、来賓からの祝辞を頂いた後は議事に入り、議案はすべて提案通

り承認されました。

役員一同、活気のある女性組織を目指して最大限の努力を致す所存でございますので、部員皆

様、関係機関各位のご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

なお、平成２２年度新役員は次の通りです。

清 水 る り 子

保 科 美 智 代

ＪＡ道北なよろ

女性部名寄支部

ＪＡ道北なよろ

女性部智恵文支部

ＪＡ道北なよろ
女性部本部

ＪＡ道北なよろ

女性部風連支部

上 口 里 美

監 事

箭 原 純 子 上 口 里 美

高 橋 八 千 代

保 科 美 智 代

大 石 香 代 子

木 戸 口 順 子

副 部 長

沖 沢 富 子

箭 原 純 子

監 事

監 事

部 長

支 部 長

副 部 長

副支部長

副支部長

清 水 る り 子

大 石 香 代 子中 川 美 恵 子

高 橋 八 千 代

林 京 子

会計監査

及川　友和

     幹事　清水　　亮

     幹事　遠藤　貴広

監事
永井　健一

鷲田　友貴

佐竹　直人

我妻　昌幸

部　長

会計監査

泊り　雅幸

               部会長　我妻　秀隆

               部会長　山家　智彦

               部会長　斎藤　　覚

               部会長　藤垣　　修

会計
夏井　光明

監事
北野　雅嗣

書記・会計

清水　康史
会計

水野　　浩

監事
佐藤　幸一

監事
花井　信雄

監事
水間　友幸

越　　孝則

山田　和邦

夏井　光明

高橋　尚幹

沼澤　広視

永井　健一

副部長

今田　正志 渋谷　智晃

副部長

執行委員長

大久保　裕司

副執行委員長

田代　真一

書記長
新田　　司

ＪＡ道北なよろ
青年部

名寄支部

ＪＡ道北なよろ
青年部

智恵文支部

ＪＡ道北なよろ
青年部本部

風連町
農民連盟
青年部

ＪＡ道北なよろ
青年部

風連支部
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青年部視察研修

海外研修を終えて
風連 日進地区 金子春夫（２５歳）

１月３０日から２月６日の８日間ニュージーランドへ、ＪＡ北海道青年部海

外農業視察研修に参加させていただきました。最初は不安だらけでしたが、終

わってみれば向こう（ニュージー）の女性は綺麗だし、何より一緒に参加した

人達が気の良い方々ばかりで本当に楽しく充実した8日間であったと思います。

ニュージーランドといえばやはり羊というイメージが僕の中で根強くあった

のですが、その状況も「近年ではだいぶ変わってきているんだな」と、考えさ

せられました。

ニュージーランドの農業経済は、ユニクロなどの低価格商品により羊毛価格は大きく下落した上に５０００万頭いた羊が

４０００万頭までに減り、イギリスの 加盟により自由貿易になった事でイギリスというお得意さんがいなくなりニュージーEU

ランドの農家経済は更に圧迫され、現在は「羊＋α」の経営をする農家が増えているようです。

本格的な農業視察は３日目から始まりました。様々な場所を視察しましたが、中で

も南島での視察について報告させていただきます。クライストチャーチ（人口約38万

人）という都市近郊で約1000エーカー（約400 ）の畑に玉ネギ・ジャガイモ等を生産ha

しているグレンさんの農場を訪ねました。

1000エーカー（約400 ）の大規模農場ともなるとさぞかし大きなトラクターを使っha

ているだろうと期待していたのですが、１４０馬力（それでも大きいですが）と凄く

デカイわけでもなく想像と違ったのでチョットがっかりしました。

こちらの農場の、今年度の玉ネギの出来栄えは非常に良く、自慢の玉ネギ畑のよう

でした。生産方法の違いがあるので日本と一概に比べることはできませんが、生産量

では一軒の農家がこれだけの規模で生産している点で「敵わないな」と思いました。

しかし、根拠はありませんが品質では日本は絶対に負けないような気がしました。

近年では干ばつの影響でリールマシンを入れる農家が増えているようで、この農場

でも大きなリールマシンがありました。

ここのグレンさんに話を聞くとニュージーランドでは農協のような「組合組織」は

無いようで、それぞれの農家が自分で直接交渉し販売をしているようです。確かに、

これだけの面積で生産すれば組合組織を作らずとも十分な販売量が確保できるので、

納得できます。

二軒目は羊と麦を生産している農家を訪ねました。ここで初めて牧羊犬を見せてい

ただきました。一口に牧羊犬といっても吠えて羊を誘導する「バーキングドック」と

目力で誘導する「アイズドック」にタイプが分かれるそうです。

牧羊犬の訓練は生後６～１０ヶ月からスタートし一人前の牧羊犬を育てるのに２～

４年もの月日がかかるそうです。

牧羊犬は１匹で５００頭の羊をコントロールでき、バーキングドックよりもアイズ

ドックの方が優秀なんだそうです。私の考えでは「人間でも犬でも優秀なやつは吠え

たりしないで静かに黙々と仕事をするんだな」と思いました（笑 。）

現地のスーパーに寄ると、日本とは違う「売り方」のギャップに驚きました。日本

では青果物は綺麗に「小分け」されているのに対し、ニュージーランドでは基本的に

「量り売り」で見た目の良い物悪い物が一緒に並べられており、その中から消費者が

自分で好きな物を選んで買っていくというスタイルでした。売り方がぜんぜん違うの

でただのスーパー、たかがスーパーですが、ものすごく新鮮な感じがしました。

今回の海外視察研修では農場や市場など様々な場所と物を見ることができ、大変多

くの刺激を受けて帰ってくることができました。ニュージーランドで見たもの聞いた

ものをこれからどのような形で自分の経営に生かすことが出来るかは、今は正直わか

りません。しかし、同じ北海道で共に農業をやっている新しい仲間たちと出会えたこ

とは間違いなくこれからの自分にプラスになると思います。
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戸別所得補償制度

水田利活用自給力向上事業にかかる

名寄市の激変緩和単価について

「 」昨年夏の総選挙で民主党がマニフェスト(政権公約)として掲げた 農業者の戸別所得補償制度

①水田利活用自給力が今年度より新たにスタート致します。戸別所得補償制度のモデル対策は、

向上事業 ①水②米所得補償モデル事業から構成されており、既存の産地確立対策については、

で対応することとなりますが 「シンプルでわかりやすい助成体系」の田利活用自給力向上事業 、

名のもとに画一的な助成体系にした結果、転作助成金が激減する問題に直面いたしました。そこ

で、この問題解決に政府は「激変緩和」予算を急遽措置し当面の転作助成の目減りを避けること

と致しました。

、 「 」 、今回 協議会では 激変緩和 予算による今年度の作物作付単価の計画を設定致しましたので

作物の作付単価を別表にてご案内致します。

なお 「激変緩和」予算の配分額を各作物の作付予定面積で設定していることから、実作付面、

積が予定面積を上回る場合については単価が変動致しますので、予定単価とご理解願います。

配分予定
額(千円）

①水田利活用
(北海道）
設定単価

②激変緩和
設定単価

①+②
２２年度

作物単価

38,000 900 38,900

30,000 0 30,000

20,000 0 20,000

20,000 13,300 33,300

15,000 13,300 28,300

15,000 18,000 33,000

施設園芸作
物

アスパラ・長ネギ・いちご・トマト・百合
根(養成）・花卉・ピーマン

10,000 52,300 62,300

露地野菜
（園芸）

アスパラ・長ネギ・花卉・百合根 10,000 46,600 56,600

露地野菜(土
地利用型）

南瓜・人参・大根・玉葱・スイートコー
ン

10,000 22,800 32,800

その他野菜

西瓜・メロン・長芋・なす・にら・にんに
く・白菜・キュウリ・キャベツ・カリフラ
ワー・パセリ・ブロッコリー・枝豆・さや
いんげん・さやえんどう・たらの芽・チ
コリ・ホウレンソウ

10,000 8,600 18,600

4,000 14,300 18,300

その他作物
ひまわり・ナタネ・コスモス・マリー
ゴールド・薬草・ハト麦・ブルーベ
リー・子実用えん麦・さつまいも

4,000 14,300 18,300

0 5,000 5,000

（注）この金額を超える場合は単価調整を行います。

（１０アール当たり）

平成２２年度　水田利活用自給力向上事業及び激変緩和措置に係る作物単価表

作物の種類

小麦 ・ 大豆

飼料作物

そば

加工米

甜菜 ・ 小豆

馬鈴薯(食用・加工用）

地力

飼料作物（耕畜連携団地化分）

320,000
（注）

名寄地域水田農業推進協議会
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北電から「事故防止」のお願い

北海道電力では、巡視や立会などを行い電気事故の未然防止に努めておりますが、近年、農耕機械、薬剤

散布用無人ヘリ、農業用保温資材等の送電線への接近・接触による事故が毎年のように発生しております。

農耕地等を通過している送電線は裸電線で、２万２千ボルトから１８万７千ボルトの非常に高い電圧で電

気を送っているため、近づきすぎたり触れたりしますと、停電や電線の断線などの事故が発生し、社会的な

影響はもとより、感電による人身災害に発展する恐れがあります。

人命尊重の立場から、送電線付近において農耕機械・無人ヘリ・農業用保温資材等を使用する場合は周囲

や上部の状況にも十分な注意をして頂き、電気事故の未然防止に特段のご理解とご協力をお願い致します。

なお、北海道電力では無料で立会を行い、送電線との安全距離等について打合せをさせて頂いております
ので、送電線付近で作業がある場合は、下記事業所または最寄りの北電までお気軽にご連絡下さい。

《 連絡先 北海道電力（株）名寄電力センター 送電課 電話 01654－2－5741 》

電 線 と の 安 全 距 離

種 類 電線路の電圧（Ｖ） 安全距離（ｍ）

配 電 線 6,600ボルト以下 3ｍ 以上

送 電 線 22,000ボルト 3ｍ 以上

33,000ボルト 3ｍ 以上

66,000ボルト 4ｍ 以上

110,000ボルト 5ｍ 以上

187,000ボルト 7ｍ 以上

275,000ボルト 10 m 以上

安全距離とは？

目測などの誤差を考慮して、少し

余裕を見込んだ電線と農耕機械等

の離隔距離です。

5555555555555555555555
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農薬「毒・劇物」お買い求めの際の印鑑持参お願いについてⅠ．

、 、農薬の取扱については日頃から十分な注意を払っていただいておりますが 農薬の中でも特に
毒劇物に該当するものについては販売にあたり毒劇物譲受書（JA購買出荷伝票）に購入目的の記
入・署名・押印（印鑑）を徴求し、使用者に現物を引渡すよう法律により義務付けられております。

しかし先般、毒劇物農薬取り扱いに関する行政等関係機関による立ち入り検査において、不備
であるとして速やかに改善するよう強く指摘･指導を受けたところです。

当組合として毒物劇物を取り扱う観点から指導内容に基づき改善をして参ります。今後、組合
員皆様にはご迷惑をお掛けしますが毒劇物をお買い求めの際は必ず印鑑をご持参くださるよう、
ご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

なお、農薬保管についても施錠のできる場所へ保管するようお願いいたします。

◎ 主な「毒物・劇物取扱品目」は下記のとおりです。

除草剤 プリグロックスL ほか

殺虫剤 アドマイヤー類、くん煙剤類、バイスロイド、ゲットアウト

バイジット、エルサン、ダイアジノン、ランネート、ペイオフME

ベジホン、オンコル、エチメトン、フォース、ダイシストン、パダ

ＥＰＮ、カルホス、マブリック、モスピラン、ペアーカスミン

アグロスリン、ピラニカＥＷ、 ほか

殺菌剤 ベフトップジンFL、ベフラン、モンカットベフランFL ほか

※その他多くの品目がありますが、当ＪＡ発行の農薬ガイド等を参照下さい。

肥料事業年度が変更になりますⅡ．

肥料事業年度については、これまで７月１日～翌年６月末日となっておりました
が、平成２２肥料年度より６月１日～翌年５月末日に変更となります。

（平成２１肥料年度は移行期間で７月～翌年５月末日となります）

理由：全農では価格設定期間内での価格維持を目的に２２肥料年度より肥料年度及
び価格体系の変更を行う （秋肥と春肥の年間二本価格を新たに設定）ホクレンとして。
は北海道が一年一作が基本であることから年間一本価格を維持していくが、肥料年度
は全農に合わせ６月～翌年５月に変更する。

農薬大口取引奨励策の実施についてⅢ．

今年度より、農薬大口取引に対し下記内容で奨励金を支出いたします。

① 農薬年度（１２月～翌年１１月）の供給金額に対し下記の通り支出。

年間供給金額 供給金額に対する支出割合

500千円以上 1000千円未満 １％

1000千円以上 1500千円未満 ２％

1500千円以上 ３％

②農薬年度終了後、１２月に組勘等へ振込。

お 知 ら せ購買課資材係からの
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肥料のご紹介

水稲・畑作・園芸まさにマルチサポート 

◇どんな資材なの？ 

マルチサポート 1 号は「苦土」と「各種微量要素」そして 

「ケイ酸」を一度に補給出来る肥料なんです！ 

◇どうしてマルチサポートが必要なの？ 

銅や亜鉛、ホウ素などの「微量要素」の不足している圃場や 

リン酸が蓄積されている圃場(苦土はリン酸の運び屋さん)に 

効果的です。よって作物の健全育成が期待出来ます！ 

カリが多い圃場では苦土・石灰を増施し塩基バランスを 

整える事が大切でﾏﾙﾁｻﾎﾟｰﾄは苦土と同時に微量要素を補給 

できるかたちとなっています！ 

 

 

 

 

◇どうやって使うの？ 

例・かぼちゃ 追肥・元肥 

20kg～40kg/10a 

苦土・微量要素欠乏による代表的な症状 
※ 葉の周囲が黄化する(苦土欠乏) 等 

※ つる・葉の奇形(ホウ素他欠乏) 等 

他、名寄市を代表する作物にはどんな効果が期待できるの？ 目安 20kg～40kg/10a 

水稲 基肥・追肥 ゲル状ケイ酸が葉や茎を丈夫にし倒伏軽減の効果に期待出来ます！ 

豆類 基肥・追肥 亜鉛欠乏症対策に効果が期待出来ます！ 

秋まき小麦 基肥・起生期追肥 銅欠乏症対策に効果が期待できます！ 

てんさい 基肥・追肥 要求率の高いホウ素の効果的な供給！ 

 

◇土壌診断に基づいた施用で、バランスの良い豊かな土を作りましょう！ 

◇詳しい使い方については地区農業改良普及センターまたは JA にご相談ください 

 

      

保証成分 

水溶性苦土 15.0%

水溶性マンガン 0.5%

水溶性ホウ素 0.2%

効果発現 

促進剤 

硫酸銅(Cu) 0.02%

硫酸亜鉛(Zn) 0.05%

その他成分 
ケイ酸(SiO2) 12.0%

鉄(Fe2O3) 2.0%

【マルチ君のまとめ！】

苦土と微量要素を同時に補

給でき、品質向上や塩基バ

ランス(苦土・カリ・石灰)

を整える効果が期待出来る

んだよ！
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【 土壌分析の活用方法 】

・自分の圃場の状態を知ることで、長期的な土壌改良目標を設定できます。

・地力や肥料成分含量を知ることで、必要な成分を必要なだけ施用することが

でき、営農コストの低減につなげることができます。

＜ 分析土壌の傾向 ＞

（平成 年度振興センター受付分より）21

・全体的に、リン酸・カリの成分が適正値よ

りも高くなっている土壌が多く見られます

昨年と比較するとわずかながら「高が、

い」の割合が減少しています。

・多い～過剰となっている成分を減肥するこ

とで、作物の健全育成を促し、さらに肥料

コストを低減することができます。

（特に、高価なリン酸資材などで大きな違

いが出ます ）。

【 一般分析に加えて を 】 ～ より効果的な施肥設計へむけて ～“窒素分析”

窒素分析では、①可給態窒素と②硝酸態窒素を測定します。

①可給態窒素は、土壌中の有機物を起源とする有機態窒素のうち、容易に分解して作物に吸収

されるものをいい、窒素肥沃度を表します。

②硝酸態窒素は、植物体が直接吸収できる形態の窒素で、植物の生産活動に利用される重要な

成分ですが、過剰の場合は植物体で活用しきれずに残留してしまい、味に苦味が出たり、著

しく多くなると健康被害が出る場合があります。

昨年度申し込みが多かった「一般分析」には窒素分析の項目を含まないため、施肥設計での

窒素施肥量は地区標準量で算出しています。 一般分析に加え窒素分析を行うことで窒素量

を測定し、作物によっては窒素肥料の減肥が行える場合もあります。

以上活用方法の一部を紹介しましたが、土壌の成分バランスなどは単年で改善しない場合も

あります。 数年のサイクルで各圃場の土壌分析をローテーションで行うとコストも手間も分

散することができ、効果的です。 今年のうちにサンプルを採取し、土壌診断していただくよ

うお願いいたします。

作物の生育面からも、コスト面からもメリットがある土壌分析をぜひご活用ください。

※ご相談や土壌の採取方法については振興センターもしくは最寄のJA営農部門までお問合せ下さい。

（名寄市農業振興センター 名寄市風連町緑町396番地2 ℡ 01655－3－2258）

名寄市農業振興センターからのお知らせ
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！！「名寄市家族の樹づくりプロジェクト」終了

名寄市では『家族経営協定（家族間の約束事の明確化）の締結

を契機に、十分に話し合いを行い、役割分担を明確にし、家族個

々の責任とやる気が発揮され、地域農業が継続されること』を目

的に、平成19年６月に「名寄市家族の樹づくりプロジェクト」を

設立しました。そして、農業の持つイメージ「－３Ｋ（きたない・きつい・暗い 」から）

「＋３Ｋ（経営発展・快適な暮らし・後継者の育成 」への転換を実現するための手段と）

して家族経営協定の推進を図ってきました。

このプロジェクトでは、家族経営協定に関

するアンケート調査、研修会の開催、地域の

リーダー的な方を対象に締結に向けての個別

巡回、締結家族を対象としたフォローアップ

研修会等の活動を行ってきました。

その結果、平成19年度からの３年間で22家

族の方々が話し合いを基に実効性のある家族

経営協定の締結をされました。

この度 「名寄市家族の樹づくりプロジェクト」終了に当たり、活動記録集を作成しま、

した。プロジェクト実施期間に締結された方々から家族経営協定に関する感想や意見を寄

せていただきましたので、その一部を紹介します。

平成19年度 平成20年度 平成21年度

4
7

11

図１ 名寄市家族の樹づくりプロジェクトに

よる家族経営協定締結戸数の推移

名寄市家族の樹づくりプ
ロジェクト活動記録集

家族が揃って経営に参加し、

一人一人が自分の責任を明確

にし、行動することによって、

経営の充実を図ることができ

＊締結年次 H19ました。

今まで以上に会話が増えて、仕事

の内容が分かりやすくなりました。

また、仕事面だけでなく、健康面

や生活面でも改めて見直しが出来て

＊締結年次 H21良かったです。

今まで暗黙の了解として進めて

きたことを具体的に文章化すること

で再認識し合う良いきっかけになり

＊締結年次 H21ました。

広報ＪＡ道北なよろ◯17 普及センターからのお知らせ
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！平成21年度家族経営協定調印式が開催されました

平成22年２月24日 「名寄市家族の樹づくりプロジェクト」が主催する家族経営協定調、

印式がグランドホテル藤花で行われました。

名寄市で初めての家族経営協定調印式が平成20年３月に行われ、今回で３回目の調印式

となりました 「名寄市家族の樹づくりプロジェクト」活動による推進の結果、平成21年。

度は11家族が家族経営協定を締結されました。

調印式に出席されたのは粕谷一雄さん、橘義孝さん、谷島智仙さん、中村耕司さん、新

田司さん、長谷川廣志さん、山崎紀昭さん、我妻和幸さん、柴崎富雄さんのご家族の皆さ

んです。

調印後、締結家族を代表して、中村耕司さんが 「家族の絆を深め、経営の安定、農産、

物の安定生産に取り組んでいきます 」と誓いの言葉を述べられました。。

、 、 、家族で営まれることが多い農業経営では 農業と生活の場 暮らす人が一緒であるため

家族の役割や労働時間、労働報酬などが曖昧になりがちです。

、 、経営主だけでなく 配偶者や後継者にとってもやりがいのある農業経営にするためには

家族みんなが主体的に経営に参画でき、それぞれの意欲や能力が発揮できる環境づくりが

大切です。

家族の意向を確認しながら家族経営協定を締結することで、農業経営の方針や就業条件

が明確になり、家族の共通理解の基で農業経営に取り組むことができます。

家族が力を合わせて、農業経営に参画し経営を発展させていくために、家族経営協定を

考えてみませんか？

家族経営協定締結家族と立会人との記念撮影

調印式の様子

誓いの言葉を述べる中村耕司さん

普及センターからのお知らせ
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上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制

上川農業改良普及センター名寄支所では、４月１日の人事異動により、新たな活動体制
となりましたので、お知らせします。

区 分 責任者 担当者 備 考
菅原支所長

調整係 沓澤調整係長 松浦主査 名寄市･下川町区域
地 寺島指主

佐藤専普
域 馬場専普

佐藤 林川専普
支所次長 班

地域係 藤木地域係長 真鍋主査 名寄市風連町区域
木村専普

広 花 き 真鍋主査 士別地区
名寄地区

瀬尾 域 上川北部地区
技術主幹

班 畑作野菜 松浦主査 名寄地区
上川北部地区

【 専門項目担当 】

項 目 責任者 担 当 者

稲 作 藤木地域係長 佐藤専普

畑 作 松浦主査 木村専普

園 芸 真鍋主査 木村専普 馬場専普 松浦主査

畜 産 沓澤調整係長 林川専普 瀬尾技術主幹

農家経営 瀬尾技術主幹 寺島指主

調整係長

沓澤 淳
く つ ざ わ あつし

根釧農業試験場
技術普及部より

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

主
任
普
及
指
導
員

岩
谷

豊

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
本
所
へ

地
域
係
長

宮
村

謙
一

渡
島
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
渡
島
北
部
本
所
へ

主
査
（
支
援
）

木
村

恵

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
本
所
へ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（転入・転出者）人事異動

主査（花き）

真鍋 照彦
ま な べ て る ひ こ

北海道立農業者
大学校教務部より

普及センターからのお知らせ
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理
事
会
の
経
過

第
十
回
理
事
会

開
催
日

十
一
月
二
十
六
日

一
、
定
例
監
査
講
評

監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

出
資
金
の
払
戻
し
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
に
対
す
る

平
準
化
資
金
及
び
償
還
特
別
対
策
資
金

並
び
に
事
業
運
営
資
金
の
貸
し
付
け
に

つ
い
て提

案
通
り
決
定

五
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

貸
付)

に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
四
、
〇
〇
〇
万
円
超
の
信
用
供
与
等

１２月 １日～ ４日

・・・北海道常例検査

１７日・・・第１０回営農委員会

１７日・・・第４回経営改善対策特

別委員会

２１日・・・第１０回総務委員会

２２日・・・第８回購買委員会

２２日・・・第１１回定例理事会

平成２２年

１月２５日・・・第９回購買委員会

２５日・・・第１１回営農委員会

２６日・・・第１１回総務委員会

２６日・・・第１２回定例理事会

３０日～３１日

・・・決算棚卸監査

２月 １日・・・決算棚卸監査

１２日・・・自己査定監査

１８日・・・第１回購買委員会

１９日・・・第１回総務委員会

２０日・・・第１回定例理事会

２２日～２６日

・・・全国監査機構監査

３月 ９日・・・臨時理事会

１２日～１９日

・・・決算監査

１６日・・・第１回営農委員会

１７日・・・第２回購買委員会

１９日・・・第２回総務委員会

経営改善対策特別委員会３０日・・・

４月５日～７日

・・・地区別懇談会

に
係
る
承
認
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

七
、
資
産
査
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

八
、
平
成
二
十
一
年
度
水
田
・
畑
作
経
営

所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
平
成
二
十
二
年
度
営
農
計
画
策
定
に

つ
い
て提

案
通
り
決
定

十
、
各
施
設
玄
米
荷
受
に
係
る
仮
払
金
支

払
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
第
二
次
地
域
農
業
振
興
計
画
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

三
、
旧
松
沢
光
学
跡
地
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
研
修
生
事
業
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
十
一
回
理
事
会

開
催
日

十
二
月
二
十
二
日

一
、
職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
公
用
印
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
全
国
監
査
機
構
期
中
監
査
事
務
整
備

事
項
の
回
答
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
資
産
査
定
要
領
及
び
自
己
査
定
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

貸
付)

に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
自
己
査
定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ
の

貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

七
、
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

八
、
産
地
確
立
交
付
金(

加
工
米)

の
取
扱

い
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
十
二
回
理
事
会

開
催
日

一
月
二
十
六
日

一
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
金
融
円
滑
化
に
係
る
基
本
的
方
針
及

び
金
融
円
滑
化
管
理
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
平
成
二
十
二
年
産
も
ち
米
・
う
る
ち

米
生
産
数
量
目
標
の
交
換
に
係
る
対
応

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
へ
の
増

口
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
正
組
合
員
資
格
審
査
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
平
成
二
十
二
年
度
役
員
報
酬
審
議
委

員
の
委
嘱
及
び
諮
問
額
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
風
連
本
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
一
回
理
事
会

開
催
日

二
月
二
十
日

一
、
税
効
果
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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提
案
通
り
決
定

四
、
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
等

支
援
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
風
連
給
油
所
セ
ル
フ
化
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

臨
時
理
事
会

開
催
日

三
月
九
日

一
、
道
常
例
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
組
織
機
構
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
旧
松
沢
光
学
跡
地
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
二
回
理
事
会

開
催
日

三
月
二
十
三
日

一
、
平
成
二
十
一
年
度
農
業
労
災
保
険
・

納
付
状
況
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
監
査
に
つ
い

て

監
事
会
報
告
通
り
決
定

四
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
の
期
末
監
査
結

果
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
第
五
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

六
、
職
員
就
業
規
則
、
準
職
員
就
業
規
則

並
び
に
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

七
、
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

八
、
四
、
〇
〇
〇
万
円
超
の
信
用
供
与
等

に
係
る
承
認
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
自
己
査
定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ
の

貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

貸
付)

に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

十
一
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

畜
産
リ

ー
ス
の
保
証)

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
二
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金(

公
庫

直
貸)

借
入
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
三
、
農
業
経
営
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金

の
借
入
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
四
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(
委
託)

に

つ
い
て提

案
通
り
決
定

十
五
、
生
乳
受
託
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
六
、
平
成
二
十
二
年
度
の
余
裕
金
の
運

用
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
七
、
平
成
二
十
二
年
度
固
定
資
産
の
取

得
及
び
処
分
計
画
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
八
、
平
成
二
十
二
年
度
役
員
報
酬
に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

十
九
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
十
、
第
二
次
地
域
農
業
振
興
計
画(

案)

及
び
中
期
経
営
計
画(

案)

に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
十
一
、
第
五
回
通
常
総
代
会
参
考
書
類

(

議
案
の
概
要)

の
記
載
事
項
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
十
二
、
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
権
限

及
び
行
使
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に

つ
い
て提

案
通
り
決
定

二
十
三
、
道
北
な
よ
ろ
農
業
協
同
組
合
主

た
る
事
務
所
の
住
所
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

臨
時
理
事
会

開
催
日

四
月
十
九
日

一
、
平
成
二
十
二
年
度
緊
急
農
地
排
水
対

策
支
援
事
業
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

第
三
回
理
事
会

開
催
日

四
月
二
十
八
日

一
、
出
資
減
口
の
申
し
出
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
二
年
度
信
用
の
供
与
等
に

係
る
限
度
額
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
平
成
二
十
二
年
度
理
事
に
対
す
る
貯

金
担
保
貸
付
金
及
び
共
済
担
保
貸
付
金

の
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約(

貸
付)

に
つ

い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
自
己
査
定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ
の

貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
平
成
二
十
一
年
度
業
務
報
告
書
の
行

政
庁
提
出
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

七
、
職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

八
、
風
連
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
建
設
に
係
る

指
名
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
役
員
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
、
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
役
員
研
修
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

退

職

～
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
～

芳
賀

繁

平
成

年

１
月

日

22

31

智
恵
文
支
所
総
務
課
調
査
役

竹
内
ひ
ろ
み

平
成

年

３
月

日

22

31

営
農
部
営
農
課
営
農
係

松
原

博
樹

平
成

年

４
月

日

22

30

購
買
部
燃
料
課
給
油
所
係
係
長

(

名
寄
担
当)
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出題 (株）廣済堂「クロスワードハウス」より

タ
テ
の
キ
ー

クロスワードを解き、Ａ～Ｊをつないだ言葉を答えて下さい。

解答欄
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

○
○
の
港
に
入
港
い
た
し
ま
す

７
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
狩
り
の
ツ
ア

ー
に
参
加
の
皆
さ
ま
は
、
熟
練
の
○

○
○
○
が
西
表
島
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す

９
次
の
寄
港
地
○
○
○
○
○
○
の
鹿
児

島
で
は
、
薩
摩
黒
豚
料
理
を
お
召
し

上
が
り
い
た
だ
き
ま
す

本
日
の
船
内
シ
ア
タ
ー
の
シ
ョ
ー
は

10
紅
白
出
場
歌
手
、
大
塚
○
○
の
リ
サ

イ
タ
ル
で
ご
ざ
い
ま
す

ス
テ
ー
ジ
に
贈
ら
れ
ま
し
た
お
ひ
ね

11
り
総
額
五
億
二
千
万
円
は
全
額
ユ
ニ

セ
フ
に
○
○
い
た
し
ま
す

各
船
室
の
寝
具
に
は
鷲
鳥
の
○
○
○

13
フ
ェ
ザ
ー
を
百
％
使
用
し
た
羽
布
団

を
使
用
し
て
お
り
ま
す

羽
毛
の
間
に
○
○
○
を
取
り
込
む
保

14
温
性
の
よ
い
布
団
で
ご
ゆ
っ
く
り
お

休
み
く
だ
さ
い

今
夜
行
わ
れ
ま
す
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

16
会
の
一
等
賞
品
は
ク
エ
ー
ト
の
○
○

○
採
掘
権

二
等
賞
品
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
○
○
○

18
の
干
物
百
年
分
ほ
か
豪
華
賞
品
を
取

り
揃
え
て
お
り
ま
す

こ
の
干
物
は
船
内
の
工
場
で
加
工
さ

19
れ
、
海
外
に
○
○
○
○
し
て
い
る
極

上
品
で
す

船
内
大
浴
場
は
海
底
か
ら
採
取
し
た

21
天
然
温
泉
で
す
。
朝
寝
朝
酒
朝
湯
で

小
原
○
○
○
○
○
さ
ん
の
気
分
を
ご

満
喫
く
だ
さ
い

た
だ
い
ま
前
方
か
ら
○
○
○
○
○
が

23
近
づ
い
て
お
り
ま
す
が
、
船
首
の
波

動
砲
で
粉
砕
い
た
し
ま
す
の
で
タ
イ

タ
ニ
ッ
ク
号
の
よ
う
な
心
配
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん

参
加
費
の
お
支
払
い
は
○
○
○
○

25
○
、
後
払
い
お
好
き
な
ほ
う
を
お
選

び
く
だ
さ
い

な
お
応
募
書
類
に
○
○
が
あ
っ
た
場

27
合
は
失
格
と
な
り
ま
す

こ
の
船
の
排
出
す
る
温
暖
化
ガ
ス
、

29
そ
れ
は
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
○
○

○
で
す

ご
昼
食
に
は
戸
隠
産
の
○
○
○
を
使

31
っ
た
手
打
ち
蕎
麦
を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い

船
は
ま
も
な
く
○
○
○
○
の
ビ
ク
ト

32
リ
ア
ー
ハ
ー
バ
ー
に
入
港
い
た
し
ま

１
豪
華
客
船
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
・
マ
ジ
ッ

ク
号
は
、
こ
れ
よ
り
○
○
○
を
出
港

い
た
し
ま
す

２
本
船
の
○
○
○
○
○
は
キ
ャ
プ
テ

ン
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｔ
・
力
ー
ク
で

ご
ざ
い
ま
す

３
本
船
の
動
力
は
二
百
万
馬
力
の
原
子

カ
エ
ン
ジ
ン
、
フ
ル
ト
ン
の
○
○
○

○
機
関
の
十
万
倍
の
パ
ワ
ー
が
ご
ざ

い
ま
す

４
左
舷
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
水
平
線
の

彼
方
に
○
○
が
見
え
て
参
り
ま
し
た

５
あ
の
○
○
○
○
の
人
だ
か
り
は
本
船

の
寄
港
を
歓
迎
す
る
民
衆
で
ご
ざ
い

ま
す

６
船
は
い
よ
い
よ
沖
縄
の
県
庁
所
在
地

す
。
百
万
ド
ル
の
夜
景
と
本
場
の
中

華
料
理
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

船
内
映
画
館
で
は
『
機
動
戦
士
○
○

33
○
○
』
シ
リ
ー
ズ
全
話
マ
ラ
ソ
ン
上

映
を
行
い
ま
す

船
内
探
索
に
は
公
式
ガ
イ
ド
○
○
○

38
と
マ
ッ
プ
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

ご
夕
食
の
満
漢
全
席
の
○
○
○
が
調

40
い
ま
し
た
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
ヘ

ど
う
ぞ

全
乗
組
員
は
お
客
様
の
た
め
な
ら
ど

42
ん
な
○
○
○
も
い
と
い
ま
せ
ん

お
食
事
が
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
ら

44
シ
ア
タ
ー
、
カ
ジ
ノ
な
ど
の
船
内
○

○
○
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

船
内
の
○
○
○
に
は
専
用
リ
ニ
ア
モ

46
ー
タ
ー
カ
ー
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

右
舷
に
絶
海
の
○
○
○
が
見
え
て
参

47
り
ま
し
た
。
あ
れ
が
次
の
目
的
地
、

監
獄
島
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
島
は
か
つ
て
○
○
を
犯
し
た
罪

49
人
の
流
刑
地
で
、
彼
ら
の
怨
念
が
残

る
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

現
在
は
徳
の
高
い
○
○
に
よ
っ
て
お

50
祓
い
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い

島
内
の
渓
流
で
は
○
○
の
友
釣
り
を

51
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

１ ２ ３ ４ ４

Ｄ

５ ６

Ｄ

７

８

Ｆ

９ １０ １１

１２ １４

Ｆ

１３ １４

Ｅ
１７ １５ １６ １７ １８１７

１９

Ａ Ｋ

２０

Ｉ

２１ ２２ ２３

Ｋ
２８ ２４ ２５ ２６ ２７ ２５ ２８ ２９

３０ ３１ ３２

Ｈ

３７ ３３

Ｃ
３４ ３２

Ｆ

３５

Ｊ

４１

Ａ

３６

３６ ３７ ３８ ３９ ４０

Ｉ

４１

４２ ４０ ４３ ４４ ４５

Ｇ

４６ ４７

４８ ４９ ５０ ５１

５２

Ｂ

５３ ５４

ヨ
コ
の
キ
ー

１
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
ー
デ
ッ
キ
に
は
老
舗

の
名
店
が
○
○
を
並
べ
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

３
本
船
は
た
だ
い
ま
座
礁
し
て
お
り
ま

す
が
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
○
○
○

で
脱
出
可
能
で
す

５
こ
の
よ
う
な
○
○
○
の
旅
も
ま
た
よ

き
想
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う

８
い
よ
い
よ
、
次
の
目
的
地
○
○
○
○

○
大
陸
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

越
冬
中
の
昭
和
基
地
を
ご
見
学
い
た

だ
け
ま
す

当
地
は
大
変
冷
え
て
お
り
ま
す
。
ハ

10
ワ
イ
名
産
○
○
○
シ
ャ
ツ
で
の
上
陸

は
お
避
け
く
だ
さ
い

洋
上
に
○
○
が
出
て
参
り
ま
し
た
の

11
で
霧
笛
を
鳴
ら
し
て
お
り
ま
す

船
内
移
動
に
便
利
な
高
速
鉄
道
は
○

12
○
○
○
下
車
が
可
能
で
す

高
速
鉄
道
の
○
○
○
は
お
近
く
の
駅

13

平成２２年７月３１日（当日消印有効）
【応募締め切り・発表】

当選者は次号でお知らせします。
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ト
ラ
イ
ス
ル
イ
チ
ネ
ン
ニ

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
五

名
の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

（
敬
省
略
）

佐
藤

静
子

(

風
連
）

金
子

笑
子

(

風
連
）

小
田
桐

恭
子(

名
寄
）

今
田

想
真

(

名
寄
）

熊
谷

守

(

智
恵
文
）

◎
お
正
月
休
み
に
帰
省
し
た
娘

夫
婦
と
楽
し
む
た
め
に
、
主
人

に
教
わ
り
な
が
ら
麻
雀
を
猛
勉

強
！
お
か
げ
で
何
と
か
四
人
で

遊
べ
る
位
に
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ

覚
え
る
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
っ

て
、
失
敗
の
連
続
・
・
・
。
い

や
は
や
、
麻
雀
は
本
当
に
難
し

い
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
に
、
ツ

モ
っ
た
時
の
嬉
し
さ
は
た
ま
ら

な
い
の
で
、
な
ん
だ
か
ハ
マ
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
！

風
連
町

古
瀬

英
子

☆
麻
雀
っ
て
、
役
も
沢
山
あ
り

点
数
計
算
も
複
雑
で
、
本
当
に

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
勝
っ
た
時
の
嬉
し
さ
を

胸
に
、
更
な
る
上
達
に
向
け
て

頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
！

◎
今
年
は
ト
ラ
年
。
昔
か
ら
の

こ
と
わ
ざ
で
「
ト
ラ
は
千
里
や

ぶ
を
超
え
て
も
千
里
戻
っ
て
く

る

」
辛
の
強
い
年
で
す
ね
。

。
ト
ラ
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張

っ
て
こ
の
不
景
気
を
乗
り
越
え

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

風
連
町

佐
伯

キ
ク

前
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ズ
ル
の
答
え

☆
ト
ラ
に
ま
つ
わ
る
諺
っ
て
、

意
外
と
沢
山
あ
り
ま
す
よ
ね
。

「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
、
虎
子

を
得
ず
」
ぐ
ら
い
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
不
景
気
を
打
開
し
た

い
も
の
で
す
。

◎
冬
期
間
、
会
議
が
多
い
。
そ

ん
な
中
で
思
う
事
。
農
家
の
会

議
は
喫
煙
者
が
多
い
。
今
の
ご

時
世
、
ダ
ラ
シ
ナ
イ
。
情
け
な

い
！
喫
煙
者
の
農
家
の
生
産
物

は
売
れ
な
い
時
代
が
来
る
ぞ
。

農
協
職
員
・
役
員
か
ら
禁
煙
し

な
さ
い
！名

寄
市

中
川

章
夫

☆
タ
バ
コ
の
煙
っ
て
、
吸
わ
な

い
人
か
ら
す
れ
ば
本
当
に
迷
惑

な
も
の
で
す
よ
ね
。
全
国
各
地

で
分
煙
化
が
進
ん
で
い
る
今

日
、
当
Ｊ
Ａ
で
も
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
怖

い
の
で
注
意
を
払
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
昨
年
十
二
月
に
入
り

末
っ
子
の
娘
が
峰
窩
織
炎(

ほ

う
か
し
き
え
ん)

に
な
り
入
院

し
ま
し
た
。
お
た
ふ
く
に
な
っ

た
の
か
ナ
？
と
思
っ
て
病
院
へ

行
っ
た
の
で
二
人
し
て
慌
て
て

し
ま
い
、
入
院
中
に
７
才
の
バ

ー
ス
デ
ー
を
迎
え
ま
し
た
。
今

員
に
お
尋
ね
に
な
る
か
時
刻
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い

さ
ま
ざ
ま
な
○
○
○
を
こ
ら
し
た
船

14
の
旅
、
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
で
し
ょ
う
か

勝
手
な
が
ら
乗
組
員
組
合
は
待
遇
改

15
善
を
○
○
○
○
○
し
て
無
期
限
ス
ト

に
突
入
い
た
し
ま
す

そ
の
た
め
、
○
○
○
の
じ
ゅ
う
た
ん

17
に
よ
る
飛
行
サ
ー
ビ
ス
は
休
止
と
な

り
ま
す

国
際
通
貨
基
金
か
ら
○
○
○
を
受
け

19
た
結
果
、
本
船
の
経
営
状
態
が
改
善

し
ス
ト
は
回
避
さ
れ
ま
し
た

○
○
○
計
算
機
の
計
算
に
よ
れ
ば
本

20
船
は
航
路
を
外
れ
漂
流
し
て
い
る
よ

う
で
す

時
間
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
漂

22
流
以
来
三
ヵ
月
の
○
○
○
が
過
ぎ
ま

し
た

物
見
○
○
○
気
分
も
ど
こ
へ
や
ら
で

24
す
が
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
本
船
の

装
備
は
万
全
で
す

○
○
○
に
な
る
と
闇
に
紛
れ
て
食
糧

26
庫
に
忍
び
込
む
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
お
止
め
く
だ
さ
い
。
撃
ち
ま

す
よ

皆
さ
ま
に
朗
報
で
す
。
○
○
し
て
い

28
た
通
り
海
上
自
衛
隊
の
哨
戒
機
が
本

船
を
発
見
し
ま
し
た

現
在
、
航
空
自
衛
隊
の
○
○
○
○
に

30
て
食
糧
、
燃
料
な
ど
が
空
輸
さ
れ
て

い
ま
す

頑
張
っ
た
乗
組
員
に
○
○
○
を
く
だ

32
さ
る
と
い
う
方
は
ご
遠
慮
な
く

パ
ジ
ャ
マ
の
上
に
羽
織
る
○
○
○
も

33
新
品
が
到
着
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お

着
替
え
を

見
た
だ
け
で
○
○
が
わ
く
紀
州
産
梅

34
干
も
百
ト
ン
空
輸
さ
れ
ま
し
た
。
明

日
の
ラ
ン
チ
は
日
の
丸
弁
当
で
す

さ
あ
、
再
び
優
雅
な
○
○
○
○
を
楽

35
し
み
ま
し
ょ
う

本
日
は
七
夕
、
○
○
○
○
に
願
い
を

36
書
い
て
甲
板
の
笹
に
吊
し
て
く
だ
さ

い緊
急
放
送
で
す
。
イ
ン
ド
か
ら
の
お

37
客
様
の
ペ
ッ
ト
の
○
○
○
が
脱
走
し

ま
し
た
。
猛
毒
が
あ
り
ま
す
の
で
噛

ま
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
先
は
ど
の
コ
ブ

39

ラ
は
宮
城
県
の
お
客
様
が
鳴
子
名
産

の
○
○
○
人
形
で
叩
い
て
退
治
し
ま

し
た

宮
城
県
の
お
客
様
は
剣
道
三
○
○
の

41
有
段
者
と
い
う
こ
と
で
す

今
の
一
言
は
手
紙
で
い
え
ば
○
○
○

43
○
に
当
た
る
、
追
加
情
報
で
ご
ざ
い

ま
し
た

そ
れ
で
は
再
び
優
雅
な
フ
リ
ー
○
○

45
○
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

乗
客
の
皆
さ
ま
、
非
常
事
態
が
起
き

48
た
よ
う
で
す
。
船
室
の
鍵
を
し
っ
か

り
○
○
○
し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い

観
測
衛
星
か
ら
入
り
ま
し
た
情
報
に

50
よ
れ
ば
、
巨
大
隕
石
が
猛
烈
な
○
○

○
で
地
球
に
接
近
中
と
の
こ
と
で
す

こ
の
巨
大
隕
石
が
衝
突
す
れ
ば
○
○

51
に
は
何
も
残
ら
な
い
で
し
ょ
う

巨
大
隕
石
は
近
く
の
○
○
に
激
突
、

52
大
津
波
を
起
こ
す
コ
ー
ス
に
入
り
ま

し
た

ど
う
や
ら
世
界
は
○
○
○
○
の
危
機

53
に
瀕
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し

ご
安
心
く
だ
さ
い
、
本
船
は
安
全
で

すた
だ
い
ま
よ
り
本
船
は
飛
行
形
態
に

54
移
行
し
、
人
類
の
住
め
る
惑
星
め
ざ

し
て
○
○
○
○
へ
旅
立
ち
ま
す
。
地

球
の
み
な
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら

は
す
っ
か
り
元
気
で
す
が
・
・

）
。「

」

・(

汗

健
康
が
一
番
！
！

で
す
よ
ね
～
。

智
恵
文

佐
久
間

麻
衣
子

☆
何
は
と
も
あ
れ
、
や
は
り
健

康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
重
要
で

す
！
娘
さ
ん
の
体
調
回
復
し
て

良
か
っ
た
で
す
ね
！

◎
昨
年
は
天
気
が
悪
く
苦
労
を

し
た
一
年
で
し
た
が
、
農
家
と

い
う
の
は
、
新
し
い
年
に
な
る

と
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
、

ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
毎
年
思
う
の
で

す
が
、
こ
れ
っ
て
不
思
議
で
す

よ
ね
。
普
段
の
嫌
な
事
と
か
の

記
憶
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

の
で
す
け
ど
ね
・
・
・
。
と
り

あ
え
ず
、
今
年
も
ト
ラ
イ
す
る

一
年
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

智
恵
文

阿
部

公
彦

☆
春
か
ら
雪
・
風
と
寒
い
日
々

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
日

も
早
い
天
候
の
回
復
を
祈
り
た

。

、

い
で
す

今
年
こ
そ
は
天
候
も

作
況
も
良
く
な
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
！

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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